
令和７年度 自己評価及び学校関係者評価書  
                                                                  令和８年１月２０日  
                                             函館市立亀田小学校  
１ 本年度の重点教育目標  

 
 自分の考えをもち、豊かに表現し、高め合う子  

 
２ 本年度の取組の重点  

（１）主体的に学ぶ力を育むカリキュラム・マネジメントの充実  
（２）規範意識を育み、子供に寄り添う生徒指導  
（３）命を大切にし、健康な心身を育む健康・安全指導  
（４）豊かな心を育む道徳指導と望ましい人間関係を醸成する特別活動の充実  
（５）多様なニーズに対応する特別支援教育  
（６）子供と向き合う時間を確保する業務改善と働き方改革  
（７）地域とともにある学校  

 
３ 自己評価結果に対する学校関係者評価  

分 野  評価項目  

自己評価結果  学校関係者評価  

達  成  
状  況  

改善の方策  
自 己 評 価
の 適 切 さ  

改 善 の 方
策 の 評 価  

主な意見（改善策など）  

①主体的に学

ぶ力を育むカ
リキュラム・

マネジメント

の充実  

 

○主体的・対話的で深い学びを実現す

る授業改革に取り組む。（新しいか

たちの学びの授業力向上推進事業

連携校）  

○個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実を図る。  b 

子供を主語にした授業づくりを

通して主体性を高め、自分の考えを
表現できる力の育成に取り組んで

きた。今後は、ICT のより効果的な

活用や家庭学習の定着を図るとと

もに、全国学力・学習状況調査等の

分析を踏まえて授業を改善し、学力

向上につなげていく。  

Ａ Ａ 

・子供たちの興味関心を伸ばし、何事

にも主体的に学ぶ、子供を主語にした
授業づくりに今後も期待しています。 

・各学年での ICT を有効に活用する様

子は見られた。低学年に対し、言葉だ

けの指示など、難易度が高いように感

じる場面があった。工夫して面白い授

業をしている先生が多く見られたの

で、教師間の意見交換がより進められ

たらと思う。  

②規範意識を

育み、子供に

寄り添う生徒
指導  

○支持的雰囲気のある安心して生活

できる学年・学級経営を推進する。 

○全教職員によるぶれない指導と温

かい見守りを行う。  

〇いじめ、不登校の未然防止・初

期対応、継続的な自立支援の充

実を図る。※不登校コーディネ

ーターとスクールカウンセラー

の配置  

a 

 全教職員で共通理解のもと、一貫

した指導と子供に寄り添った見守

りを行ってきた。今後は、不登校コ
ーディネーターやスクールカウン

セラーとの連携を強め、未然防止か

ら初期対応、継続的な支援までの体

制をさらに充実させるとともに、子

供が安心して生活できる環境づく

りを一層推進していく。  

Ａ  Ａ  

・保護者目線では、まだまだ子供に対

して困りごとや悩みを一人で抱える

家族が多く感じる。教師と家庭がより

信頼関係を深め、その子にとってのベ

ストな環境を整えてあげられるよう

になると嬉しい。  

③命を大切に  

し、健康な心

身を育む健康
・安全指導  

 

○自らの生命を守る態度を育成する。 

○望ましい生活習慣の定着に向けた

取組の充実を図る。  

○楽しく運動に取り組み、健康の保持

を図る。  

 

a 

 健康・安全に関する指導内容の充

実と日常の生活場面での意識化を

図ってきた（食育指導、体力づくり、
がん教育、薬物乱用教室  等）。今

後は、情報モラル教育も含め、学校

・家庭・地域が協働して、子供が心

身ともに健やかに生活できる環境

づくりをさらに推進していく。  

Ａ Ａ 

・高学年の福祉体験や人権教室など、

社会生活に必要な情報や技術を学ぶ

機会を作っていただいていると感じ

ます。さらに、地域とのつながりを深

められるよう、尽力していきたい。  

④豊かな心を

育む道徳教育

と望ましい人

間関係を醸成
する特別活動

の充実  

 

○「思いやり・自律・努力と強い意志」

を育む道徳教育を推進する。（人権

教室・包括センターとの連携・ノー

マリー教室）  

○自主・自律、「ともにの精神」で協

力する態度を育てる特別活動の充

実を図る。  

a 

 外部機関等と連携しながら、道徳

教育を要とした教育活動を通して、

豊かな心を育む指導を充実させて

きた（人権擁護委員会、地域包括セ
ンター等）。今後は、子供たちの発

想や自主的な取組を生かした活動

を充実させる等、よりよい人間関係

を育むための教育活動を工夫して

いく。  

Ａ Ａ 

・人を思いやる心や効力する態度等は

小学校での道徳教育や家庭での指導

がとても重要だと思います。家庭との

連携も含め、今後ともよろしくお願い
いたします。  

・地域コーディネーターとして、子供

たちや学校、教師が求める学びの場を

作れるよう、努力していきたい。  

⑤多様なニー

ズに対応する

特別支援教育  

 

○専門性を向上し、担任・保護者との

相談体制の充実を図る。  

○ニーズに応じた機動的な支援体制

の充実を図る。  a 

 校内支援委員会を中心に、全教職

員の共通理解のもと、きめ細かく適

切な支援・指導を継続してきた。今

後は、教員の専門性を高める研修を
進めるとともに、子供のニーズに応

じて機動的に支援が行えるよう、校

内外の連携を強化し、支援体制をさ

らに充実させていく。  

Ａ Ａ 

・支援に対して理解ある先生方がいて

くれているお陰で、子供たちが落ち着

いて生活する様子が見られた。  

・通常級にも困り感のある子もいると
思うので、支援級のみならず、通常級

へもその輪を広げていってほしい。  

⑥子供と向き

合う時間を確

保する業務改

善と働き方改

革  

 

○学校評価、ＩＣＴを活用した業務改

善に取り組む。  

〇ワークライフバランスを意識し、働

き方改革を実践する。  

○自己研修の時間を生み出し、授業改

革を進める。  

b 

ICT を活用した校務の効率化や

業務の平準化を進め、教員が子供と

向き合う時間の確保に努めてきた。

今後は、地域との『協働』の視点を

加え、家庭・地域・教職員間でのバ
ランスある分担を進めるとともに、

生み出した時間を自己研修や授業

改善に生かし、教育活動の質の向上

につなげていく。  

Ａ Ａ 

・ ICT を活用し、校務の効率化等を進

め、子供と向き合う時間を大切にして

いただければと思います。  

・教職員の負担を減らし、またプライ

ベートの充実も図ってほしい。そのた
めに家族や地域が担えるところは効

力していきたいと思う。  

⑦地域ととも

にある学校  

 

 

 

○積極的に情報を発信し、教育活動へ

の理解と協力を得るとともに、信頼

関係の構築に努める。  

○ＣＳを活用し、家庭・地域・外部機

関との連携、協力により、教育活動

の充実を図る。※地域コーディネー

ターとの連携  

a 

地域や外部機関との連携を進め

る中で、地域コーディネーターの働

きかけにより、学校と地域・PTA が

協働する機会を大きく広げること
ができた。今後は、ＣＳの機能を生

かし連携体制をさらに強めるとと

もに、情報発信及び地域人材の参画

を促すことで、より信頼される学校

づくりと教育活動の充実を図って

いく。  

Ａ Ａ 

・今年度は、地域との関わりも増え少

しずつＣＳとしての活動を進められ

るようになってきた。  

・地域の方とで協力してというところ
には、また少し課題があるように思う

ので、活動の幅を広げていきたい。ま

た、教職員一人一人とのコミュニケー

ションをとり、現場の困り事にも耳を

傾けていきたい。  

 

 
   その他ご意見 

・外部からの評価を取り入れながらの学校経営の難しさがあると思いますが、経営方針の信念を貫いて、目標を達成することを期待します。  

・教師個々の資質の向上が求められていることへの対応や指導力向上を期待します。  
・全体的によく頑張っていると思います。  

・校長先生はじめ、教頭先生、諸先生方にたくさんのご協力をいただき、本当にありがとうございました。少しずつ地域との連携も出来はじめた

と思います。来年度はより活動の幅を広げると共に、より一層、学校や先生方との協力関係を深め、子供たちにとってのよりよい学びの機会を作

れたらと思います。今後ともよろしくお願いいたします。  

 

 


